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ヘッドライン　身近なもので簡単にできる 
化学実験　Part 2

　今回のヘッドラインは，日本化学会関東支部化学教育協議会協力企画「身近なもので簡単
にできる化学実験」の Part 2 となる。身近なものを扱った実験は，生徒にとって馴染みや
すく，化学と私たちの生活のつながりを意識するきっかけにもなる。また，実験によっては
生徒が自宅で行うことができ，未だに続くコロナ禍の中におけるオンライン授業でも実施可
能なものとなっている。このヘッドラインが，化学の授業の一助となればと思う。
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次号ヘッドライン AIが開く新たな化学領域

　鎌倉女子大学は家政学部・児童学部・教育学部の３学部と児童学研究科の１研究
科を擁し，鎌倉女子大学短期大学部を併設しています。大船キャンパスは旧松竹大
船撮影所跡地に，60 周年記念事業として 2003 年に開設されました。キャンパス内
の東山を背景にビオトープを整備し，四季折々の表情を楽しめる緑豊かなキャンパ
スです。鎌倉女子大学は 2023 年に創立 80 周年を迎え，大船キャンパスも開設 20
周年を迎えます。

表紙の言葉　鎌倉女子大学 大船キャンパス


